
法
然
寺
三
仏
堂
本
尊

木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像･

釈
迦
如
来
坐
像･

弥
勒
菩
�
坐
像
に
つ
い
て

三
好

賢
子

は
じ
め
に

高
松
市
仏
生
山
に
所
在
す
る
法
然
寺
は
、
江
戸
時
代
に
東
讃
岐
十
二
万
石
を
領
有

し
た
高
松
藩
主
松
平
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
。
法
然
寺
所
伝
の

｢

讃
岐
国
香
川
郡
百
相

村
仏
生
山
開
基
已
来
雑
録｣

(

33
〜
37
頁
翻
刻
参
照)

の
冒
頭
に
は
、
建
永
年
間
に

円
光
大
師
法
然
が
遷
さ
れ
た
折
に
在
住
し
た
那
珂
郡
小
松
庄
生
福
寺
を
、
初
代
藩
主

松
平
頼
重
が
寛
文
八
年

(

一
六
六
八)

に
香
川
郡
百
相
村
来
迎
山
に
移
し
、
仏
閣
お

よ
び
僧
坊
を
造
営
し
て
再
興
し
、
仏
生
山
来
迎
院
法
然
寺
と
号
し
た
と
記
さ
れ
て
い

る
。
法
然
真
作
の
伝
が
あ
る
旧
生
福
寺
の
本
尊
阿
弥
陀
如
来
立
像
も
移
坐
さ
せ
、
当

寺
の
本
尊
と
し
た
と
も
い
う
。
こ
う
し
た
法
然
寺
創
立
の
経
過
に
つ
い
て
は
松
浦
正

一
氏
の
詳
述
が
あ
り(

１)

、
こ
こ
で
述
べ
る
こ
と
は
措
き
た
い
が
、
寛
文
十
年

(

一
六

七
〇)

正
月
二
十
五
日
に
は
頼
重
に
よ
り
法
然
寺
の
運
営
に
か
か
わ
る
三
十
八
ヵ
条

を
定
め
た

｢

仏
生
山
条
目｣

一
巻
が
納
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
時
期
を
も
っ
て
伽
藍

造
営
の
区
切
り
を
設
け
た
よ
う
で
あ
る
。
五
代
藩
主
頼
恭
の
代
に
ま
と
め
ら
れ
た
歴

代
藩
主
の
実
録
の
う
ち

｢

英
公
実
録｣

(

２)

に
は
、｢

寛
文
十
年

正
月
廿
五
日

讃
州

佛
生
山
造
營
成｣

と
あ
り
、
後
年
編
纂
さ
れ
た

｢

消
暑
漫
筆｣

｢

英
公
外
記｣

に
も
、

寛
文
八
年
か
ら
三
ヵ
年
を
費
や
し
、
寛
文
十
年
に
伽
藍
が
成
っ
た
と
同
様
の
内
容
を

伝
え
て
い
る
。

創
建
時
の
伽
藍
の
様
子
を
伝
え
る
史
料
と
し
て

｢

法
然
寺
旧
境
内
御
朱
印
附
属
絵

図
面｣

が
あ
り
、
現
在
は
失
わ
れ
て
い
る
般
若
堂
や
四
天
王
堂
な
ど
も
み
る
こ
と
が

で
き
る

(

18
頁
図
参
照)

。
総
門
を
入
る
と
す
ぐ
に
十
王
堂
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
黒

門
ま
で
の
参
道
は
蓮
池
と
前
池
を
は
さ
ん
で
お
り
、
こ
れ
が
水
の
河
と
火
の
河
の
中

央
に
通
る
白
道
、
す
な
わ
ち
極
楽
へ
つ
づ
く
二
河
白
道
を
あ
ら
わ
す
と
い
う
。
伽
藍

の
主
軸
は
、
二
王
門
か
ら
徐
々
に
勾
配
が
上
が
る
と
と
も
に
、
四
天
王
堂
、
二
尊
堂
、

文
殊
楼
、
来
迎
堂
の
各
堂
宇
と
各
門
を
過
ぎ
、
最
後
に
般
若
堂
、
現
在
の
松
平
家
墓

所
で
あ
る
般
若
台
に
到
達
す
る
。
上
方
の
来
迎
堂
に
は
、
阿
弥
陀
二
十
五
菩
�
来
迎

像
を
安
置
し
て
お
り
、
下
方
か
ら
上
方
へ
向
か
っ
て
、
現
世
、
二
河
、
浄
土
に
見
立

て
た
空
間
の
展
開
は
ま
さ
に
二
河
白
道
図
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
こ
の
伽
藍
の
中
心

軸
の
北
に
、
本
堂
、
祖
師
堂
、
三
仏
堂
が
配
さ
れ
て
い
る
。

三
仏
堂
に
は
三
仏
形
式
の
本
尊
が
内
陣
最
奥
の
須
弥
壇
上
に
安
置
さ
れ[

図
版
１]

、

そ
の
周
り
に
釈
迦
涅
槃
の
群
像
が
配
さ
れ
る

[

図
１
・
29
頁]

と
い
う
特
殊
な
尊
像

構
成
が
展
開
す
る
。
本
尊
は
来
迎
印
の
阿
弥
陀
如
来
坐
像
を
中
尊
に
、
左
方
に
釈
迦

如
来
坐
像
、
右
方
に
弥
勒
菩
�
坐
像
を
配
し
た
三
尊
像
で
、
中
尊
は
髪
際
高
で
四
尺
、

左
右
の
二
像
は
ひ
と
ま
わ
り
小
さ
く
像
高
四
尺
、
半
丈
六
の
三
尊
と
し
て
整
え
ら
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
三
仏
堂
は
東
面
し
て
い
る
の
で
、
阿
弥
陀
は
西
方
、
釈
迦
は
北

方
、
弥
勒
は
南
方
の
配
置
と
な
る
。
そ
し
て
三
仏
の
前
に
背
を
向
け
、
頭
部
を
南
方

向
き
に(

３)

、
八
尺
強
の
釈
迦
涅
槃
像(

４)

が
横
た
わ
り
、
そ
の
涅
槃
像
を
、
諸
々
の
羅

漢
、
天
、
動
物
の
群
像
が
囲
繞
す
る
。
彫
像
で
釈
迦
入
滅
の
場
面
を
展
開
し
た
こ
の

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
情
景
は
い
つ
の
頃
か
ら
か

｢

嵯
峨
の
立
釈
迦
、
讃
岐
の
寝
釈
迦｣

と
ま
で
い
わ
れ
、
ひ
ろ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、
寺
社
総
合
調
査
事
業
の
一
環
と
し
て
、
平
成
二
十

年
よ
り
法
然
寺
彫
刻
調
査
を
開
始
し
た
が
、
と
く
に
三
仏
堂
本
尊
に
つ
い
て
は
、
田
邉

三
郎
助
氏
指
導
の
も
と
、
調
査
お
よ
び
写
真
撮
影
を
実
施
し
た(

５)

。
三
仏
に
つ
い
て
は
、

台
座
裏
墨
書
銘
に
よ
っ
て
吉
野
右
京
の
作
と
判
明
す
る
こ
と
が
、
す
で
に
諸
書
で
紹
介

さ
れ
て
も
い
る
が(
６)

、
本
稿
に
お
い
て
、
改
め
て
銘
記
な
ど
を
含
む
当
館
の
調
査
デ
ー
タ

と
図
版
な
ど
を
紹
介
し
、
若
干
の
考
察
を
加
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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二

調
査
デ
ー
タ

①
阿
弥
陀
如
来
坐
像

[

図
版
２
・
５
・
８]

形

状螺
髪
旋
毛
形

(

右
旋)

。
肉
髻
珠
・
白
毫
相
を
あ
ら
わ
す

(

と
も
に
螺
旋
形)

。

髪
際
は
正
面
中
央
で
た
わ
み
、
髪
際
を
一
段
高
く
す
る
。
目
に
蒙
古
襞
を
あ
ら
わ

す
。
耳
朶
環
状
に
て
、
耳
孔
、
鼻
孔
を
つ
く
る
。
唇
は
肉
厚
で
、
輪
郭
線
を
高
く

つ
く
る
。
人
中
と
下
唇
の
中
央
を
少
し
く
ぼ
ま
せ
る
。
括
り
顎
と
し
、
三
道
を
あ

ら
わ
す
。

裙
、
僧
祇
支
、
袈
裟
を
着
す
。
僧
祇
支
は
偏
袒
右
肩
に
着
け
、
袈
裟
内
の
腹
前

と
左
胸
に
そ
の
縁
を
の
ぞ
か
せ
る
。
袈
裟
は
、
左
胸
と
左
肩
か
ら
背
を
覆
い
、
少

し
を
右
肩
に
か
け
、
右
脇
か
ら
腹
前
を
通
っ
て
、
再
び
左
肩
に
か
か
り
、
吊
り
鐶

と
紐
に
よ
っ
て
留
め
ら
れ
る
。

左
手
は
膝
上
に
お
い
て
掌
を
上
に
向
け
て
第
一
指
、
二
指
を
捻
じ
、
右
手
は
肘

を
曲
げ
て
、
胸
の
位
置
に
て
掌
を
前
に
向
け
、
第
一
指
、
二
指
を
捻
じ
、
上
品
下

生
の
来
迎
印
を
結
び
、
両
手
の
各
指
間
に
曼
網
相
を
あ
ら
わ
す
。
右
足
を
外
に
蓮

華
座
上
に
結
跏
趺
坐
す
る
。
左
足
先
の
半
ば
を
衣
裾
か
ら
の
ぞ
か
せ
る
。

頭
部
背
後
に
輪
光
を
あ
ら
わ
す
。

法

量

(
)

を
除
く
数
値
の
単
位
は
す
べ
て
、
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

像

高

一
四
一･

五

(

四
尺
六
寸
七
分)

髪
際
高

一
二
二･

〇

(

四
尺
三
分)

頂－

顎

(

左)

四
七･

二

面

長

二
七･

七

耳

張

三
五･

三

面

幅

(

左)

二
五･

一

面

奥

三
八･

二

腋

幅

四
六･

八

腹

奥

(

左)

四
五･

五

膝

張

八
八･

五

膝

高

(

左)

二
三･

〇

(

右)

二
三･

五

膝

奥

(

左)

九
五･

五

裾

奥

一
〇
五･

五

台
座

高

五
五･

〇

幅

一
五
六･

七

光
背

高
二
二
二･

五

品
質
構
造

ヒ
ノ
キ
材

寄
木
造

玉
眼
嵌
入

肉
身
部
金
泥

衣
部
漆
箔

頭
部
は
耳
後
に
て
前
後
二
材
と
し
、
面
部
を
耳
前
に
て
割
り
矧
ぐ
ヵ
。
三
道
下

に
て
差
し
首
と
し
て
体
部
に
接
ぐ
。
螺
髪
刻
出
。
肉
髻
珠
に
右
旋
に
刻
ん
で
朱
彩

色
し
た
水
晶
を
は
め
る
。
白
毫
に
も
右
旋
に
刻
む
水
晶
を
は
め
る
。
玉
眼
水
晶
嵌

入
。
白
目
は
目
頭
・
目
尻
を
青
く
ぼ
か
し
、
瞳
は
中
心
を
墨
、
虹
彩
を
赤
と
す
る
。

体
幹
部
は
竪
材
を
前
後
二
材
と
し
、
両
肩
先
に
竪
材
、
両
腰
脇
に
三
角
材
、
膝

前
材
に
横
一
材
、
裳
先
に
一
材
を
矧
ぎ
寄
せ
る
。
右
肘
先
、
右
手
首
先
、
左
肘
先

は
袖
を
含
ん
で
別
材
を
矧
ぎ
足
し
、
左
手
首
先
は
袖
内
に
差
し
込
む
。
体
幹
部
は

内
刳
り
を
す
る
が
、
地
付
き
部
は
底
板
を
当
て
る
の
で
は
な
く
、
体
幹
部(

竪
材)

を
彫
り
残
し
て
底
板
風
に
す
る
。

表
面
は
、
頭
髪
部
は
群
青
彩
色
、
面
部
は
顎
下
、
口
元
左
右
に
髭
を
描
く
の
が

み
と
め
ら
れ
る
も
、
金
泥

(

後
補)

に
覆
わ
れ
る
。
体
�
の
肉
身
部
・
衣
部
は
と

も
に
青
味
色
を
帯
び
た
泥
下
地
に
黒
漆
を
塗
り
、
肉
身
部
金
泥
、
衣
部
箔
押
し
仕

上
げ
と
す
る
。

像
底
部
は
布
貼
り
し
黒
漆
を
塗
布
す
る
。

付
属
品光

背

柄
付
輪
光
、
木
造
漆
箔

台
座

蓮
華
座

(

受
花
十
葉
二
重
、
反
花
十
葉
二
重
、
木
瓜
形
框
二
段)

、

木
造
漆
箔
、
蓮
弁
葉
脈
金
泥
描
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保
存
状
態

頭
髪
の
群
青
彩
色
大
半
が
剥
落
。
面
部
お
よ
び
胸
部
は
近
年
の
金
泥
に
覆
わ
れ
、

頭
部
の
左
右
側
頭
部
、
膝
前
の
裳
先
を
中
心
に
後
補
の
古
色
塗
。
右
手
第
五
指
後

補
。
左
手
第
三
指
先
端
割
れ
。
下
地
の
劣
化
に
よ
り
表
面
層
の
小
さ
な
浮
き
や
剥

落
が
と
く
に
前
面
を
中
心
に
ひ
ろ
が
る
。

像
底
は
布
に
欠
失
箇
所
が
あ
り
、
複
数
の
材
の
割
れ
が
生
じ
、
一
部
に
麦
漆
に

よ
る
補
修
痕
と
古
色
塗
が
あ
る
。

台
座
框
座
の
金
具
亡
失
。

銘

記

[

図
版
８]

台
座
裏

墨
書

〈
右
方
桟
〉

寛
文
拾
参
年

上
京
一
條
室
町
上
ル
福
長
町
ニ
居
住

丑
九
月
大
吉
日

〈
天
板
〉

寛
文
拾
三
丑
九
月
大
吉
日

(

削
痕)

月
大
吉
日

原
種
次造

之

上
京
□
内
一
条
上
ル

延
寛

(

宝
ヵ)

〈
左
方
桟
〉

南
無
阿
弥
陀
仏

洛
陽
大
宮
方
上
之

大
佛
師
右
京
種
次
造
之

〈
反
花
部
材
一
〉

ま
へ

〈
反
花
部
材
二
〉

花

[

注]

銘
記
は
、
造
立
に
か
か
わ
る
内
容
を
示
す
も
の
と
、
台
座
の
部
材
覚
え
の
も
の
と
が
含
ま
れ
る
。

前
者
は
台
座
の
天
板
と
天
板
を
支
え
る
桟
木
へ
墨
書
さ
れ
て
お
り
、
一
度
記
し
た
墨
書
を
削
り
取

っ
た
部
分
が
広
範
に
認
め
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
天
板
と
桟
木
の
固
定
後
で
、
台
座
全
体
を
組
み

上
げ
る
前
に
記
さ
れ
た
可
能
性
が
高
く
、
制
作
当
初
の
造
像
記
と
思
わ
れ
る
。

時

代江
戸
時
代

寛
文
十
三
年

(

一
六
七
三)

九
月

作

者大
仏
師
吉
野
右
京
種
次

②
釈
迦
如
来
坐
像

[

図
版
３
・
６]

形

状螺
髪
旋
毛
形(

右
旋)

。
肉
髻
珠
・
白
毫
相
を
あ
ら
わ
す(

と
も
に
螺
旋
形)

。
髪

際
は
正
面
中
央
で
た
わ
み
、
髪
際
を
一
段
高
く
す
る
。
目
に
蒙
古
襞
を
あ
ら
わ
す
。

唇
は
肉
厚
で
、
輪
郭
線
を
高
く
つ
く
る
。
人
中
と
下
唇
の
中
央
を
少
し
く
ぼ
ま
せ
る
。
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耳
朶
環
状
に
て
、
耳
孔
、
鼻
孔
を
つ
く
る
。
括
り
顎
と
し
、
頸
に
三
道
を
あ
ら
わ
す
。

裙
、
僧
祇
支
、
袈
裟
を
着
す
。
腹
前
正
面
に
裙
の
結
び
紐
を
み
せ
る
。
袈
裟
は
、

ま
ず
左
胸
か
ら
左
肩
、
背
を
覆
い
、
少
し
を
右
肩
に
か
け
、
右
脇
か
ら
腹
前
を
通

っ
て
、
左
肩
お
よ
び
左
腕
に
か
か
る
。
袈
裟
の
下
に
は
僧
祇
支
を
着
す
。
僧
祇
支

は
左
肩
、
背
、
右
肩
を
覆
い
、
右
腕
ま
で
か
け
て
か
ら
そ
の
衣
端
を
右
下
腹
部
付

近
で
袈
裟
の
内
へ
た
く
し
こ
ま
れ
る
。

両
手
は
ゆ
る
や
か
に
膝
上
腹
前
に
お
ろ
し
、
右
手
を
上
に
禅
定
印
を
結
ぶ
。
曼

網
相
を
あ
ら
わ
す
。
右
足
を
外
に
蓮
華
座
上
に
結
跏
趺
坐
す
る
。
両
足
先
は
衣
内

に
か
く
す
。

頭
部
背
後
に
輪
光
を
あ
ら
わ
す
。

法

量
像

高

一
二
〇･

七

(

三
尺
九
寸
八
分)

髪
際
高

一
〇
五･

三

(

三
尺
四
寸
七
分)

頂－

顎

四
二･

一

面

長

二
六･

三

耳

張

三
〇･

七

面

幅

二
三･

〇

面

奥

三
三･

五

腋

幅

三
七･

六

胸

奥

(

右)

三
三･

三

腹

奥

三
六･

〇

膝

張

九
七･

五

膝

高

(

左)

二
一･

三

(

右)

二
一･

七

膝

奥

七
六･

〇

裾

奥

九
二･

〇

台
座
高

四
八･

五

幅

一
四
〇･

三

光
背
高

一
八
八･

五

品
質
構
造

ヒ
ノ
キ
材

寄
木
造

玉
眼
嵌
入

肉
身
部
金
泥

衣
部
漆
箔

頭
部
は
肉
髻
を
含
ん
で
一
材
、
耳
前
を
通
る
位
置
に
て
前
後
に
割
矧
ぎ

(

直
線

的
で
は
な
い
矧
目)

、
後
頭
部
に
別
材
を
矧
ぐ
。
三
道
下
に
て
差
し
首
と
し
て
体

部
に
接
ぐ
。
螺
髪
刻
出
。
肉
髻
珠
に
右
旋
に
刻
ん
だ
水
晶
を
は
め
る
。
白
毫
に
は

右
旋
に
刻
ん
だ
赤
瑪
瑙
を
は
め
る
。
玉
眼
水
晶
嵌
入
。
白
目
は
目
頭
・
目
尻
を
青

く
ぼ
か
し
、
瞳
は
中
心
を
墨
、
虹
彩
を
赤
と
す
る
。

体
幹
部
は
竪
材
を
前
後
二
材
と
し
、
両
肩
先
体
側
部
と
袖
を
含
ん
だ
両
肘
先
に

竪
材
、
両
腰
脇
地
付
に
三
角
材
、
膝
前
に
横
一
材
、
裳
先
に
一
材
を
矧
ぎ
寄
せ
る
。

両
手
首
先
は
一
材
を
袖
内
に
差
し
込
む
。
体
幹
部
は
内
刳
り
を
す
る
が
、
地
付
き
部

は
底
板
を
当
て
る
の
で
は
な
く
、
体
幹
部

(

竪
材)

を
彫
り
残
し
て
底
板
風
に
す
る
。

表
面
は
、
頭
髪
部
が
群
青
彩
色
、
体
�
は
肉
身
部
お
よ
び
衣
部
と
も
に
青
味
色

を
帯
び
た
泥
下
地
に
黒
漆
を
塗
り
、
肉
身
部
は
金
泥
、
衣
部
は
箔
押
し
仕
上
げ
と

す
る
。

像
底
部
に
布
貼
り
し
黒
漆
を
塗
布
す
る
。

付
属
品光

背

柄
付
輪
光
、
木
造
漆
箔

台
座

蓮
華
座

(

受
花
十
葉
二
重
、
反
花
十
葉
二
重
、
木
瓜
形
框
二
段)

、

木
造
漆
箔
、
蓮
弁
葉
脈
金
泥
描

保
存
状
態

頭
髪
部
群
青
彩
色
の
大
半
が
剥
落
。
背
面
最
下
段
中
央
螺
髪
後
補

(

古
色
塗)

。

面
部
お
よ
び
胸
部
は
近
年
の
金
泥
に
覆
わ
れ
、
裳
先
な
ど
に
古
色
塗
が
み
ら
れ
る
。

下
地
の
劣
化
に
よ
り
表
面
層
の
小
さ
な
浮
き
や
剥
落
が
と
く
に
前
面
を
中
心
に
ひ

ろ
が
る
。

像
底
部
に
材
の
割
れ
が
生
じ
、
一
部
に
麦
漆
に
よ
る
補
修
痕
と
古
色
塗
が
あ
る
。

台
座
框
座
の
金
具
亡
失
。
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銘

記
台
座
裏

墨
書

〈
下
框
一
〉

ま
へ

〈
下
框
二
〉

釈
□

(

迦)

時

代江
戸
時
代

十
七
世
紀
後
半

③
弥
勒
菩
�
坐
像

[

図
版
４
・
７
・
９]

形

状頭
髪
は
す
べ
て
毛
筋
彫
り
。
髻
を
高
く
結
い
、
上
下
二
箇
所
を
元
結
紐
で
結
び
、

後
方
に
髪
束
の
房
を
、
中
央
四
段
、
左
右
各
三
段
か
さ
ね
る
。
元
結
紐
は
一
条
線

帯
、
連
珠
文
、
一
条
線
帯
で
、
上
方
は
そ
の
上
に
雲
形
を
付
け
る
。
天
冠
台
は
二

条
線
帯
に
列
弁
帯
と
し
、
正
面
の
左
右
に
半
切
の
花
文
形
環
を
付
す
。
前
髪
を
中

央
で
左
右
に
わ
け
て
束
ね
、
花
文
形
環
に
ぐ
ら
せ
、
天
冠
台
を
一
周
さ
せ
て
先
端

を
左
右
の
髪
際
に
沿
わ
せ
る
。
さ
ら
に
横
の
前
髪
も
そ
れ
ぞ
れ
束
ね
、
耳
後
付
近

で
天
冠
台
に
一
周
絡
ま
せ
て
髻
に
梳
き
上
げ
る
。
短
め
の
鬢
髪
一
束
を
耳
前
に
の

こ
し
、
一
束
を
耳
に
渡
ら
せ
梳
き
上
げ
る
。
目
に
蒙
古
襞
を
あ
ら
わ
す
。
唇
は
肉

厚
で
、
輪
郭
線
を
高
く
つ
く
る
。
人
中
と
下
唇
の
中
央
を
少
し
く
ぼ
ま
せ
る
。
括

り
顎
と
し
、
頸
に
三
道
を
あ
ら
わ
す
。
白
毫
相

(

螺
旋
形)

。
耳
朶
環
状
に
て
、

耳
孔
、
鼻
孔
を
つ
く
る
。

裙
、
僧
祇
支
、
袈
裟
を
着
す
。
袈
裟
は
、
ま
ず
左
胸
か
ら
左
肩
、
背
を
覆
い
、

少
し
を
右
肩
に
か
け
、
右
脇
か
ら
腹
前
を
通
っ
て
、
再
び
左
肩
お
よ
び
左
腕
に
か

か
る
。
腹
前
に
は
袈
裟
の
下
に
着
す
僧
祇
支
が
の
ぞ
く
。
僧
祇
支
は
お
そ
ら
く
腹

前
か
ら
、
左
胸
、
左
肩
、
背
、
右
肩
を
覆
い
、
右
腕
ま
で
か
か
っ
て
か
ら
、
そ
の

衣
端
を
右
下
腹
の
と
こ
ろ
で
袈
裟
の
内
へ
た
く
し
込
む
。
体
�
前
面
に
は
小
さ
な

孔
が
複
数
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
初
別
製
の
瓔
珞
を
着
け
て
い
た
こ
と
が
推

測
さ
れ
る

(

現
在
亡
失)

。

両
手
は
ゆ
る
や
か
に
膝
上
腹
前
に
お
ろ
し
、
右
の
手
を
上
に
重
ね
て
禅
定
印
を

結
ぶ
。
腕
釧
を
着
け
る
。
左
足
を
外
に
蓮
華
座
上
に
結
跏
趺
坐
す
る
。
両
足
先
は

衣
内
に
か
く
す
。

頭
部
背
後
に
輪
光
を
あ
ら
わ
す
。

法

量
像

高

一
三
七･

三

(

四
尺
五
寸
三
分)

髪
際
高

九
九･

〇

(

三
尺
二
寸
七
分)

頂－

顎

五
七･

八

髻

高

二
六･

一

面

長

一
九･

五

耳

張

二
九･

八

面

幅

二
一･

二

面

奥

三
一･

八

腋

幅

三
八･

二

胸

奥

(

左)

三
四･

五

腹

奥

三
八･

五

膝

張

九
二･

五

膝

高

(

左)

一
九･

五

(

右)

二
〇･

五

膝

奥

七
四･

五

裾

奥

八
六･

〇

台
座
高

四
八･

〇

幅

一
三
〇･

〇

光
背
高

一
七
八･

〇

品
質
構
造

ヒ
ノ
キ
材

寄
木
造

玉
眼
嵌
入

肉
身
部
金
泥

衣
部
漆
箔

頭
部
は
耳
前
に
て
前
後
二
材
と
し
、
髻
別
材
、
髻
の
中
央
房
先
は
最
上
段
を
の
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ぞ
い
て
別
材
。
三
道
下
に
て
差
し
首
と
し
て
体
部
に
接
ぐ
。
白
毫
に
右
旋
に
刻
ん

だ
水
晶
を
は
め
る
。
玉
眼
水
晶
嵌
入
。
白
目
は
目
頭
・
目
尻
を
青
く
ぼ
か
し
、
瞳

は
中
心
を
墨
、
虹
彩
を
赤
と
す
る
。

体
幹
部
は
竪
材
を
前
後
二
材
と
し
、
両
肩
先
体
側
部
に
竪
材
、
両
腰
脇
に
三
角

材
、
膝
前
材
に
横
一
材
、
裳
先
に
一
材
を
矧
ぎ
寄
せ
る
。
両
肘
先
は
袖
を
含
ん
で

別
材
を
矧
ぎ
足
し
、
両
手
首
先
は
一
材
を
袖
内
に
差
し
込
む
。
体
幹
部
は
内
刳
り

を
す
る
が
、
地
付
き
部
は
底
板
を
当
て
る
の
で
は
な
く
、
体
幹
部

(

竪
材)

を
彫

り
残
し
て
底
板
風
に
す
る
。

表
面
は
、
頭
髪
部
は
群
青
彩
色
と
し
、
体
�
は
肉
身
部
お
よ
び
衣
部
と
も
に
青

味
色
を
帯
び
た
泥
下
地
に
黒
漆
を
重
ね
、
肉
身
部
金
泥
塗
り
、
衣
部
箔
押
し
仕
上

げ
と
す
る
。
天
冠
台
・
元
結
部
漆
箔
。
腕
釧
銅
製
。

像
底
部
に
布
貼
り
し
黒
漆
を
塗
布
す
る
。

付
属
品光

背

柄
付
輪
光
、
木
造
漆
箔

台
座

蓮
華
座

(

受
花
十
葉
二
重
、
反
花
十
葉
二
重
、
木
瓜
形
框
二
段)

、

木
造
漆
箔
、
蓮
弁
葉
脈
金
泥
描

保
存
状
態

白
毫
水
晶
後
補
。
頭
髪
の
群
青
彩
色
は
剥
落
し
、
髻
部
前
面
お
よ
び
背
面
に
変

色
が
み
ら
れ
る
。
面
部
お
よ
び
胸
部
は
近
年
の
金
泥
に
覆
わ
れ
、
裳
先
な
ど
に
古

色
塗
が
み
ら
れ
る
。
下
地
の
劣
化
に
よ
り
表
面
層
の
小
さ
な
浮
き
や
剥
落
が
と
く

に
前
面
を
中
心
に
ひ
ろ
が
る
。
頭
飾
、
瓔
珞
亡
失
。

像
底
部
は
裳
先
の
矧
ぎ
目
部
分
に
麦
漆
に
よ
る
補
修
痕
、
ほ
か
古
色
塗
が
あ
る
。

銘

記

[

図
版
９]

台
座
裏

墨
書

〈
右
方
桟
〉

□道�

道�

□

(

甬)

涌
首
道

〈
天
板
〉

上
京
室
町
通
一
條
上
ル
福
長
丁
住

＊

｢

住｣

は
桟
木
に
わ
た
る

洛
陽
大
宮
方
上
之
大
佛
師
吉
野
右
京

寛
文
拾
参
年

藤
原

丑
九
月
大
吉
日

種
次

〈
左
方
桟
〉

南
無
阿
弥
陀
佛

[

注]

銘
記
は
試
し
筆
の
よ
う
な
も
の
を
含
み
、
台
座
の
天
板
と
天
板
を
支
え
る
桟
木
へ
墨
書
さ
れ

る
。
少
な
く
と
も
天
板
と
桟
木
の
固
定
後
で
台
座
全
体
を
組
み
上
げ
る
前
に
記
さ
れ
た
可
能
性

が
高
く
、
制
作
当
初
の
造
像
記
と
思
わ
れ
る
。

時

代江
戸
時
代

寛
文
十
三
年

(

一
六
七
三)

九
月

作

者大
仏
師
吉
野
右
京
種
次
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三

考
察

三
仏
の
う
ち
阿
弥
陀
と
弥
勒
の
台
座
裏
面
に
墨
書
銘
が
確
認
さ
れ
、
寛
文
十
三
年

(

一
六
七
三)

九
月
に
、
上
京
一
條
室
町
上
ル
福
長
町
に
居
住
す
る
、
洛
陽
大
宮
方

上
の
大
仏
師
吉
野
右
京
藤
原
種
次
に
よ
っ
て
造
立
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
の
こ

る
釈
迦
の
台
座
裏
に
は
、
制
作
年
と
作
者
に
関
す
る
銘
文
は
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

が
、
三
尊
の
作
風
は
共
通
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
当
初
よ
り
一
具
の
も
の
と
し
て
制

作
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
釈
迦
も
阿
弥
陀
、
弥
勒
像
に
同
じ
く
、
寛
文
十

三
年
に
吉
野
右
京
藤
原
種
次
に
よ
っ
て
造
立
さ
れ
た
も
の
と
推
測
す
る
こ
と
は
十
分

可
能
で
あ
ろ
う
。

三
仏
は
い
ず
れ
も
堂
々
と
し
た
体
�
で
、
同
時
代
の
作
品
と
比
べ
れ
ば
、
側
面
観

や
背
面
観
に
い
た
っ
て
も
崩
れ
の
な
い
一
貫
し
た
造
形
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う(

７)

。
し
い
て
言
う
な
ら
ば
、
側
面
観
に
み
る
後
頭
部
や
胸
部
が
平
板
で
あ
ろ
う
か
。

着
衣
に
や
や
重
さ
も
感
じ
る
が
、
衣
文
は
適
度
な
量
感
と
躍
動
感
に
よ
っ
て
処
理
さ

れ
る
。
そ
し
て
面
貌
と
髪
際
の
処
理
、
耳
の
耳
朶

(

耳
垂)
を
の
ぞ
く
耳
介
部
の
つ

く
り
、
ま
た
膝
張
は
狭
め
ら
れ
る
が
正
面
観
に
お
け
る
頭
体
の
上
下
バ
ラ
ン
ス
な
ど
、

鎌
倉
時
代
初
期
の
作
風
を
享
受
し
た
よ
う
な
表
現
が
み
ら
れ
、
正
統
的
な
流
れ
を
汲

も
う
と
す
る
江
戸
時
代
の
代
表
的
な
彫
像
の
ひ
と
つ
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。

作
者
の
吉
野
右
京
藤
原
種
次
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
正
保
三
年

(

一
六
四
六)

(
８)

か
ら
延
宝
元
年

(

一
六
七
三)

ま
で
の
活
動
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
吉
野
右
京
の
事

績
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
各
書
、
各
氏
に
よ
っ
て
言
及
さ
れ
て
お
り(

９)

、
と
く
に
醍

醐
寺
三
宝
院
弥
勒
堂
の
理
源
大
師
像
と
弘
法
大
師
像
そ
れ
ぞ
れ
の
像
底
銘
に(

10)
｢

尊

氏
之
大
佛
師
印
吉
法
印
末
孫｣

と
あ
り
、
十
四
世
紀
前
半
の
院
派
仏
師
院
吉
の
系
譜

に
連
な
る
肩
書
き
を
用
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

確
認
さ
れ
る
作
例
を
み
て
ゆ
く
と
、
仏
坐
像
で
は
、
両
手
を
禅
定
印
な
ど
の
よ
う

に
膝
前
に
置
く
場
合
、
膝
前
に
あ
ら
わ
れ
る
衣
文
に
共
通
性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
法
然
寺
三
仏
の
う
ち
釈
迦
像
は
、
袈
裟
が
膝
前
に
て
右
か
ら
左
へ
そ
の
縁
を
大

き
く
Ｕ
字
を
描
く
よ
う
に
わ
た
る

[

図
２
・
29
頁]

。
そ
し
て
袈
裟
下
に
み
え
る
衣

は
、
右
足
を
外
に
組
ん
で
い
る
た
め
、
右
足
に
ま
と
わ
る
衣
縁
が
膝
前
の
正
面
中
央

か
ら
左
へ
向
か
っ
て
斜
め
に
あ
ら
わ
さ
れ
る

(

�)

。
Ｕ
字
形
を
描
く
膝
前
の
袈
裟

は
、
外
へ
組
ん
だ
右
足
の
足
首
付
近
に
て
一
つ
大
き
く
折
り
込
み
を
つ
く
り

(

�)

、

そ
の
折
り
の
山
側
、
つ
ま
り
外
に
組
む
足
の
脛
付
近
に
弧
形
の
衣
文
を
複
数
重
ね
て

(

�)

布
の
た
わ
み
を
表
現
す
る
。
そ
し
て
そ
の
下
方
、
袈
裟
縁
に
は
大
小
二
つ
の

山
を
あ
ら
わ
し

(

�)

、
袈
裟
に
動
き
を
つ
け
る
。
沖
縄
県
立
博
物
館
収
蔵
と
な
っ

て
い
る
旧
円
覚
寺
本
尊
釈
迦
三
尊
像

[

図
４
・
30
頁]

は
、
像
内
墨
書
銘
よ
り
寛
文

十
年

(

一
六
七
〇)

十
一
月
の
吉
野
右
京
の
作
例
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る(

11)

。

す
で
に
法
然
寺
像
と
円
覚
寺
像
に
表
情
や
体
�
の
量
感
、
衣
文
表
現
に
共
通
点
が
あ

る
こ
と
は
長
谷
洋
一
氏
が
言
及
し
て
お
り
、｢

殊
に
膝
前
に
広
が
る
衣
の
両
端
を
内

側
に
丸
め
て
折
り
返
す
処
理
は
同
質
の
も
の
と
い
え
る
。｣

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が

(

12)

、
円
覚
寺
釈
迦
如
来
坐
像
の
膝
前
に
は
、
先
に
あ
げ
た
法
然
寺
釈
迦
像
膝
前
の
�

か
ら
�
ま
で
の
衣
文
構
成
要
素
が
ま
さ
に
認
め
ら
れ
る
。
ほ
か
円
覚
寺
像
と
法
然
寺

像
に
共
通
す
る
事
が
ら
と
し
て
、
体
幹
材
は
地
付
面
を
彫
り
残
し
て
底
板
風
に
し
て

い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
醍
醐
寺
三
宝
院
の
理
源
大
師
、
弘
法
大
師

像
に
も
共
通
す
る
構
造
で
あ
る(

13)

。

大
阪
松
尾
寺
山
内
宝
瓶
院
阿
弥
陀
如
来
坐
像

[

図
５
・
30
頁]

は
、
像
底
銘
に
よ

っ
て
寛
文
四
年

(

一
六
六
四)

五
月
の
吉
野
右
京
作
と
判
明
す
る(

14)

。
法
然
寺
像
、

円
覚
寺
文
殊
菩
�
像
の
面
容
と
は
や
や
趣
を
異
な
ら
せ
る
が
、
膝
前
袈
裟
の
衣
文
構

成
は
共
通
す
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
法
然
寺
像
と
比
べ
て
宝
瓶
院
像
は
膝
張
が
十
分

に
と
ら
れ
安
定
感
が
あ
り
、
衣
文
の
間
隔
に
ゆ
と
り
が
あ
る
た
め
衣
褶
は
落
ち
着
い

て
み
え
、
ま
た
衣
文
の
稜
線
の
鎬
が
強
い
た
め
か
、
全
体
は
堅
実
な
印
象
で
あ
る
。
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対
し
て
法
然
寺
像
の
膝
前
衣
文
は
、
密
度
の
あ
る
に
ぎ
や
か
さ
と
、
抑
揚
の
効
い
た

ね
ば
り
強
い
曲
線
が
よ
り
際
立
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
か
。

上
京
一
条
室
町
福
長
町
に
居
住
し
、｢

洛
陽
大
宮
方
上
之
大
仏
師
右
京｣

の
肩
書

を
有
す
る
仏
師
と
し
て
、
埼
玉
密
蔵
院
の
十
二
神
将
像
の
う
ち
延
宝
八
年

(

一
六
八

〇)

の
丑
神
像
の
作
者
法
橋
院
達
が
知
ら
れ
て
い
る(

15)

。
院
達
は
、
天
和
二
年

(

一

六
八
二)

生
駒
山
宝
山
寺
の
弥
勒
菩
�
坐
像
な
ど
、
当
寺
を
開
い
た
湛
海
と
共
に
造

仏
し
、
深
い
関
係
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
院
達
の
事
績
に
つ
い
て
は
、
銘
記
に

よ
っ
て
判
明
す
る
も
の
が
、
こ
の
天
和
か
ら
元
禄
期
ま
で
の
も
の
が
数
例
確
認
さ
れ

て
い
る
。
奥
健
夫
氏
は
吉
野
右
京
と
院
達
を
同
一
人
物
と
し
て
み
て
い
る
が
、
例
え

ば
院
達
の
延
宝
五
年

(

一
六
七
七)

の
作
と
さ
れ
る
大
阪
光
明
院
の
釈
迦
如
来
坐
像

は(

16)

、
印
相
の
違
い
に
よ
っ
て
膝
前
へ
の
袈
裟
の
わ
た
り
方
に
違
い
は
あ
る
も
の
の
、

宝
瓶
院
像
、
法
然
寺
お
よ
び
円
覚
寺
像
の
釈
迦
像
に
み
ら
れ
た
膝
前
部
の
衣
文
構
成

に
通
じ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
膝
前
衣
文
の
表
現
に
つ
い
て
は
、
吉
野
右
京
が
一
定
の
法
則
を
も
っ
て
行
っ

て
い
た
と
考
え
た
い
が
、
あ
ら
た
め
て
法
然
寺
像
の
う
ち
釈
迦
と
弥
勒
の
両
脇
侍
像

に
つ
い
て
み
れ
ば
、
弥
勒
像
は
釈
迦
像
と
は
逆
に
左
足
を
外
に
組
み
、
膝
前
の
衣
文

構
成
に
左
右
の
対
称
性
を
み
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
図
３

(

29
頁)
は
、
弥
勒

像
の
膝
前
部
を
反
転
さ
せ
た
も
の
だ
が
、
そ
の
衣
文
に
は
釈
迦
像
と
等
し
く
�
�
�

�
の
各
要
素
が
確
認
で
き
る
。

す
で
に
中
世
の
院
派
仏
師
に
よ
る
釈
迦
三
尊
像
の
作
例
な
ど
に
は
、
着
衣
の
変
化

や
衣
文
構
成
に
一
種
の
法
則
が
あ
る(

17)

。
法
然
寺
像
は
、
も
ち
ろ
ん
こ
の
時
期
の
院

派
に
み
ら
れ
る
ほ
ど
の

｢

唐
様｣

か
ら
の
徹
底
的
な
左
右
対
称
性
や
個
性
は
な
く
、

体
�
の
量
感
や
衣
文
の
彫
り
の
強
さ
な
ど
全
体
で
み
る
印
象
は
慶
派
に
近
い
。
し
か

し
、｢

洛
陽
大
宮
方
上
之
大
仏
師｣

吉
野
右
京
が

｢

院
吉
法
印
末
孫｣

の
肩
書
き
を

用
い
、
後
に

｢

院
達｣

と
名
乗
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
院
派
か
ら
通
じ
た
造
形
バ
ラ

ン
ス
へ
の
意
識
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
法
然
寺
像
ほ
か
、
円
覚

寺
釈
迦
像
、
宝
瓶
院
阿
弥
陀
像
の
膝
前
に
あ
ら
わ
れ
る
衣
文
の
う
ね
り
、
曲
線
の
デ

ザ
イ
ン
的
構
成
に
院
派
的
要
素
を
汲
む
こ
と
は
不
可
能
だ
ろ
う
か
。
吉
野
右
京
の
系

譜
を
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
吉
野
右
京
の
ひ
と
つ
の
特
徴
と
し
て

捉
え
て
お
き
た
い
。

最
後
に
、
三
仏
の
伝
来
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
法
然
寺
に
伝
存
す
る
文
書

類
の
中
で
、｢

仏
生
山
法
然
寺
宝
物
記
録｣

(

18)

は

(

以
下

｢

宝
物
記
録｣

に
略
す)

一

弥
陀
釈
迦
弥
勒

龍
雲
軒
寄
進

右
三
佛
堂
之
本
尊
也

と
記
し
、
三
仏
堂
本
尊
が

｢

龍
雲
軒｣

す
な
わ
ち
高
松
藩
主
初
代
松
平
頼
重
の
寄
進

で
あ
る
と
す
る
。
阿
弥
陀
お
よ
び
釈
迦
像
の
台
座
裏
銘
記
に
は
、
発
願
者
に
つ
い
て

の
情
報
は
な
か
っ
た
が
、
寛
文
十
三
年

(

一
六
七
三)

二
月
、
頼
重
は
病
気
静
養
の

た
め
、
願
い
の
通
り
隠
居
が
許
さ
れ
、
名
を
源
英
に
改
め
て
龍
雲
軒
と
号
し
た
。
国

許
に
戻
っ
た
頼
重
は
、
同
年
七
月
に
正
室
皓
月
院
の
亡
骸
を
鎌
倉
の
英
勝
寺
か
ら
仏

生
山

(

法
然
寺
の
墓
所)

へ
改
葬
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
年
は
父
源
威

(

水
戸
徳
川

頼
房)

と
、
母
久
昌
院
の
十
三
回
忌
に
も
当
た
っ
て
い
た
。
法
然
寺
三
仏
像
の
造
立

が
こ
れ
ら
の
動
き
と
何
ら
か
の
関
連
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
何

ゆ
え
、
頼
重
が
阿
弥
陀
、
釈
迦
、
弥
勒
の
三
仏
を
、
し
か
も
中
尊
を
釈
迦
で
は
な
く

阿
弥
陀
と
し
て
造
立
し
た
の
か
、
そ
し
て
法
然
寺
に
お
い
て
こ
の
三
仏
を
吉
野
右
京

へ
発
注
し
た
の
か
そ
の
経
緯
は
残
念
な
が
ら
明
ら
か
と
な
っ
て
い
な
い
。

冒
頭
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
法
然
寺
の
伽
藍
成
立
は
寛
文
十
年
正
月
二
十
五
日
を

基
準
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。｢

英
公
実
録｣

に
は
、
こ
れ
以
降
、
確
か
に
頼
重
の
仏

生
山
詣
の
記
事
が
い
く
つ
か
確
認
で
き
る
が
、
翌
十
一
年
正
月
二
十
一
日
に

｢

靖
伯

一
周
忌｣

を
執
り
行
っ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
靖
伯
と
は
、
頼
重
の
実
子
で
、
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頼
重
の
実
弟
で
あ
る
水
戸
の
徳
川
光
圀
の
嗣
子
と
な
っ
て
い
た
綱
方
で
あ
る
。
綱
方

は
、
二
十
二
歳
と
い
う
若
さ
で
法
然
寺
伽
藍
造
営
成
立
の
わ
ず
か
三
日
前
、
正
月
二

十
二
日
に
逝
去
し
て
い
る
。
靖
伯
一
周
忌
の
規
模
は
不
明
で
あ
る
が
、
記
録
上
、
法

然
寺
に
て
執
り
行
わ
れ
た
最
も
早
い
法
要
で
あ
る
こ
と
は
注
意
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

現
在
法
然
寺
側
に
は
三
仏
堂
建
立
あ
る
い
は
三
仏
造
立
や
開
眼
の
期
日
、
作
者
に

つ
い
て
記
し
た
も
の
は
な
く
、
造
立
年
月
と
作
者
情
報
を
知
ら
せ
る
台
座
裏
銘
記
は

法
然
寺
の
伽
藍
整
備
の
経
過
を
考
え
る
に
重
要
な
資
料
と
な
る
だ
ろ
う
。
銘
記
を
信

ず
れ
ば
三
仏
の
造
立
は
伽
藍
成
立
か
ら
遅
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
道
晃
親
王
揮

毫
の
扁
額

｢

三
仏
堂｣

に
は

｢

寛
文
十
三
年
癸
丑
年
九
月
七
酉
癸
日｣

の
刻
銘
が
確

認
で
き
る
。
伽
藍
造
営
の
経
緯
は
、
今
後
も
慎
重
に
み
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
も
の
の
、
三
仏
堂
に
つ
い
て
は
本
尊
三
仏
が
安
置
さ
れ
堂
宇
と
し
て
の
機
能
が

整
っ
た
の
は
、
寛
文
十
三
年
九
月
と
み
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。

ま
た
三
仏
堂
内
に
は
本
尊
三
仏
の
ほ
か
釈
迦
涅
槃
像
と
群
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
涅
槃
群
像
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
た
い
が
、
涅
槃
像
と
三
仏
の
作
ゆ
き
は
異
な
る
も

の
で
あ
り
、
吉
野
右
京
に
よ
る
一
括
の
造
立
と
は
考
え
に
く
い
。｢
宝
物
記
録｣

に
は
、

一
涅
槃
会
尊
像

龍
雲
軒
寄
進

延
宝
四
辰丙
歳
命
造
之
其
菩
�
羅
漢
長
者
居
士
天
竜
八
部
并
五
十
二
類
等
之
名

数
者
一
々
別
記
詳
録
焉

と
あ
り
、
涅
槃
群
像
は
三
仏
と
同
じ
く
頼
重
の
発
願
造
立
に
よ
る
が
、
そ
の
時
期
は

三
仏
よ
り
後
の
延
宝
四
年(

一
六
七
六)

で
、
し
か
も
安
置
場
所
を
記
し
て
い
な
い
。

た
だ
し
寛
文
十
年

(

一
六
七
〇)

頼
重
創
案
の
掟
書

｢

仏
生
山
条
目｣

に
は

｢

涅
槃

之
釈
尊
並
び
に
羅
漢
聖
衆
五
十
二
類
ま
で
、
形
象
造
立
し
納
め
置
く
の
間
、
毎
年
涅

槃
会
に
は
三
仏
堂
に
於
て
執
行
す
べ
し｣

と
あ
り
、
当
初
よ
り
涅
槃
群
像
を
三
仏
堂

に
安
置
さ
せ
、
毎
年
涅
槃
会
を
行
う
こ
と
を
構
想
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。｢

仏

生
山
開
基
已
来
雑
録｣

の
三
仏
堂
の
項
に
は
、

涅
槃
之
尊
像
聖
衆
羅
漢
長
者
居
士
天
龍
八
部
之
像
并
五
十
二
類
之
形
相

右
木
像
并
木
図
此
堂
中
置
也

毎
年
常
楽
会
沙
羅
双
樹
之
懸
絵
等
荘
厳
也

一
宗
之
四
箇
寺
并
末
寺
等
致
登
山
如
定
式
法
会
致
執
行
候

延
宝
天
和
�
元

禄
年
中
迄
者
他
国
�
も
夥
敷
参
詣
有
也

九
日
十
日
頃
十
五
日
迄
被
拝
由
ニ

御
座
候

と
記
さ
れ
て
お
り
、｢

延
宝
天
和
よ
り
元
禄
年
中｣

ま
で
、
つ
ま
り
伽
藍
成
立
初
期

に
は
浄
土
宗
四
ヶ
寺
本
山
お
よ
び
末
寺
が
登
山
し
定
式
の
如
く
涅
槃
会
を
催
し
、
他

国
か
ら
の
参
拝
者
も
多
か
っ
た
と
あ
る
。
阿
弥
陀
、
釈
迦
、
弥
勒
の
三
仏
と
涅
槃
群

像
を
同
じ
空
間
に
配
置
さ
せ
た
頼
重
の
意
図
は
不
明
で
あ
る
が
、
法
然
寺
伽
藍
全
体

の
構
想
な
ど
の
検
討
と
あ
わ
せ
て
、
今
後
も
留
意
し
て
み
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

註

(

１)

松
浦
正
一

『

高
松
藩
祖

松
平
頼
重
伝』

(

財
団
法
人
松
平
公
益
会
、
一
九
六
四)

。
同
書

に
は
、
法
然
寺
の
創
立
経
緯
に
つ
い
て
、｢

竹
井
蔡
庵

[

斎
庵
・
西
庵
と
も
書
い
て
い
る]

の
縄
張
り

[

建
物
の
位
置
や
大
き
さ
を
定
め
、
縄
張
り
す
る
こ
と
。
即
ち
設
計]

並
び
に

監
督
で
、
寛
文
八
年
六
月
に
工
を
起
し｣

と
詳
記
さ
れ
る
。
現
在
、
法
然
寺
に
は
こ
の
記

事
の
内
容
を
伝
え
る
史
料
は
見
出
せ
な
い
。
明
和
五
年

(

一
七
六
八)

増
田
休
意
編
の
地

誌

｢

讃
岐
三
代
物
語｣

に
は

｢

寛
文
八
年
戊
申
六
月
竹
井
斉
庵
ニ
命
〆
地
ヲ
卜
セ
シ
ム
三

年
ニ
〆
成
ル｣

と
あ
り
、
ほ
ぼ
同
様
の
内
容
を
記
し
て
い
る
が
、｢

斉
庵｣

｢

卜
セ
シ
ム｣

と
相
違
も
あ
り
、
松
浦
氏
が
別
に
依
拠
し
た
史
料
の
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

ほ
か
、
法
然
寺
の
創
建
来
歴
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
を
左
記
に
掲
げ
る
。

①
津
森
明

｢

法
然
寺
造
営｣

(

四
国
新
聞
社
編

『

讃
岐
人
物
風
景
４
松
平
一
二
万
石
の
領

主
た
ち』

大
和
学
芸
図
書
、
一
九
八
〇)

②
大
槻
幹
郎｢

仏
生
山
法
然
寺
と
そ
の
秘
宝｣

(

並
河
万
里
撮
影『

讃
岐
の
秘
宝』

平
凡
社
、

一
九
八
五)

③
大
槻
幹
郎

｢

仏
生
山
法
然
寺
と
開
基
松
平
頼
重｣

(『

開
館
記
念
特
別
展

仏
生
山
法
然

寺
の
名
宝』

高
松
市
歴
史
資
料
館
、
一
九
九
二)

④
田
井
静
明

｢
法
然
寺｣

(『

地
域
展
図
録
讃
岐
異
界
探
訪』

香
川
県
歴
史
博
物
館
、
二
〇

法然寺三仏堂本尊 木造阿弥陀如来坐像・釈迦如来坐像・弥勒菩�坐像について

��



〇
二)

(
２)
青
葉
士
弘
・
岡
長
祐
・
後
藤
芝
山
等
に
よ
り
明
和
四
年

(

一
七
六
七)

編
。
高
松
松
平
家

歴
史
資
料

(

当
館
保
管)

。

(

３)

釈
迦
涅
槃
像
を
三
仏
と
向
き
あ
わ
せ
、
つ
ま
り
北
に
頭
を
向
け
て
西
面
す
る
配
置
と
し
て

い
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
前
掲
註

(

１)

①
。

(

４)

釈
迦
涅
槃
像
は
像
高
二
八
二
・
〇
、
髪
際
高
二
六
〇
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

(

５)

調
査
は
平
成
二
十
一
年
三
月
三
日
、
四
日
の
日
程
で
実
施
し
た
。
調
査
者
は
以
下
の
と
お

り
で
あ
る
。
な
お
、
所
属
と
肩
書
き
は
い
ず
れ
も
当
時
。

調
査
指
導

田
邉
三
郎
助

(

町
田
市
立
博
物
館
長
、
武
蔵
野
美
術
大
学
名
誉
教
授)

調
書
作
成

三
好

賢
子

(
香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

専
門
学
芸
員)

銘
文
解
読

御
厨

義
道

(
同
右

)

調
査
補
助

大
西

洋

(
同
右

総
務
課
長)

古
野

徳
久

(

同
右

文
化
財
専
門
員)

松
本

和
彦

(

同
右

文
化
財
専
門
員
兼
専
門
学
芸
員)

白
川

弘
二

(

同
右

主
事)

吉
田

進

(

分
館

香
川
県
文
化
会
館

主
席
技
師)

小
野

麻
美

(

香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

嘱
託)

写
真
撮
影

(

四
×
五
判
フ
ィ
ル
ム)

株
式
会
社
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ

(

６)

江
口
正
尊

｢

江
戸
時
代
仏
師
の
動
静

(

二)｣
(
『

東
日
本
学
園
大
学

教
養
部
論
集』

第

９
号
、
一
九
八
三)

(

７)

阿
弥
陀
像
に
お
い
て
は
、
面
部
左
半
分
に
お
け
る
バ
ラ
ン
ス
の
崩
れ
が
あ
る
。
表
面
観
察

だ
け
で
は
判
じ
難
い
が
、
頬
、
瞼
、
小
鼻
、
下
唇
に
は
補
修
の
手
が
入
っ
た
可
能
性
も
あ

る
だ
ろ
う
。

(

８)

京
都
平
等
院
観
音
堂
矜
羯
羅
・
制
�
迦
童
子
像
。
足
�
銘

｢

大
宮
方
大
仏
師
右
京｣
に
よ

り
吉
野
右
京
作
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
を
奥
健
夫
氏
か
ら
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

(

９)

田
邉
三
郎
助

｢

南
北
朝
・
室
町
期
の
肖
像
彫
刻－

過
渡
期
に
お
け
る
意
義－

｣
(

国
際
交
流

美
術
史
研
究
第
六
回
シ
ン
ポ
ジ
ア
ム

『

肖
像』

国
際
交
流
美
術
史
研
究
会
、
一
九
八
七)

長
谷
洋
一

｢

吉
野
右
京
に
つ
い
て
の
覚
書

－

妙
心
寺
衡
梅
院
雪
江
禅
師
像
の
作
者－

｣
(
『

関
西
大
学
博
物
館
紀
要』

第
12
号
、
二
〇
〇
六)

田
邉
三
郎
助

『

江
戸
時
代
の
彫
刻』

(

日
本
の
美
術
第
五
〇
六
号
、
至
文
堂
、
二
〇
〇
八)

浅
見
龍
介｢

妙
心
寺
の
頂
相
彫
刻｣

(
『

妙
心
寺』

東
京
国
立
博
物
館
・
京
都
国
立
博
物
館
・

読
売
新
聞
社
、
二
〇
〇
九)

(

10)

西
川
新
次
、
有
賀
祥
隆『

祈
り
と
美
の
伝
承

醍
醐
寺
展』(

日
本
経
済
新
聞
社
、一
九
九
八)

な
お
、
種
次
と
種
久
の
二
つ
の
名
に
つ
い
て
は
、
同
一
人
の
異
称
と
考
え
ら
れ
る
。
前
掲

註

(

９)

田
邉
。

(

11)

津
波
古
聡

｢〈

資
料
紹
介〉

仏
像
彫
刻｣

(『

沖
縄
県
立
博
物
館
紀
要』

第
16
号
、
一
九
九
〇)

戦
災
前
の
様
子
を
伝
え
る
写
真
は
、
以
下
に
掲
載
さ
れ
る
。
鎌
倉
芳
太
郎

『

沖
縄
文
化
の

遺
宝』

(

岩
波
書
店
、
一
九
八
二)
(

12)

長
谷
洋
一

｢

円
覚
寺
美
術
工
芸
資
料

木
彫
資
料｣

(

沖
縄
県
史
料
調
査
シ
リ
ー
ズ
第
二

集
・
沖
縄
県
文
化
財
調
査
報
告
書

第
一
四
〇
集

『

旧
円
覚
寺
美
術
工
芸
関
係
資
料
調
査

報
告
書』

沖
縄
県
教
育
委
員
会
、
一
九
九
九)

(

13)

前
掲

註

(

10)

。

(

14)
『

和
泉
市
の
歴
史
２

松
尾
谷
の
歴
史
と
松
尾
寺』

(

和
泉
市
、
二
〇
〇
八)

(

15)
『

上
尾
市
史
第
九
巻

別
編
２

金
石
・
文
化
財』

(

埼
玉
県
上
尾
市
、
一
九
九
九)

(

16)

張
洋
一

｢

資
料
紹
介

百
舌
鳥
赤
畑
町
光
明
院
の
釈
迦
三
尊
像
に
つ
い
て｣

(
『

堺
市
博
物

館
報』

第
12
号
、
一
九
九
三)

(

17)

山
本
勉

『

南
北
朝
時
代
の
彫
刻』

(

日
本
の
美
術
第
四
九
三
号
、
至
文
堂
、
二
〇
〇
七)

(

18)

成
立
時
期
は
不
明
だ
が
、
序
文
の
内
容
か
ら
、
歴
代
の
住
職
が
各
代
に
お
い
て
伝
来
の
も

の
を
確
認
し
、
ま
た
新
た
に
施
入
さ
れ
た
も
の
を
書
き
加
え
て
い
く
た
め
の
宝
物
目
録
だ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
実
際
に
、
延
宝
三
年
第
二
世
真
譽
相
閑
上
人
の
署
名

(

判
・
花
押
あ

り)

か
ら
第
二
十
八
世
細
井
俊
明
前
住
職
ま
で
歴
代
住
職
の
署
名
が
確
認
で
き
る
。
本
書

37
〜
41
頁
に
全
文
翻
刻
掲
載
。

(

み
よ
し
・
ま
さ
こ

香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
専
門
学
芸
員)

【
付
記
】調

査
に
お
き
ま
し
て
は
、
法
然
寺
御
住
職
細
井
俊
道
師
は
じ
め
法
然
寺
の
皆
様
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

吉
野
右
京
の
事
績
に
つ
い
て
は
、
文
化
庁
奥
健
夫
氏
か
ら
ご
教
示
い
た
だ
き
、
円
覚
寺
釈

迦
三
尊
像
に
つ
い
て
は
沖
縄
県
教
育
委
員
会
、
宝
瓶
院
阿
弥
陀
如
来
像
に
つ
い
て
は
、
和
泉

市
教
育
委
員
会
か
ら
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
お
、
図
版
掲
載
に
あ
た
り
、
各
所
蔵
者
、
各
機
関
よ
り
ご
高
配
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

法
然
寺
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
・
釈
迦
如
来
坐
像
・
弥
勒
菩
�
坐
像

(

三
仏
堂
安
置)

に

つ
い
て
は
そ
の
価
値
が
評
価
さ
れ
、
平
成
二
十
三
年
三
月
県
指
定
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。
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